
　私が専任講師として教壇に立ったのは昭和53年
４月であるが、育友会に関わったのは助教授になっ
た昭和57年からと記憶している。この年の夏期休
暇中、私は初めて育友会の地方懇談会（現在の支部
懇談会）に参加した。育友課に保管されている昭和
57年度地方懇談会日程表によれば、7月31日（土）
浜松「八幡宮八幡閣」、８月１日（日）静岡「クーポー
ル会館」、８月３日（火）沼津「沼津労政会館」となっ
ている。初日の浜松へは開催前日に入ることから、
８月２日（月）の移動・休養日を含めて４泊５日の行程
である。この出張中、静岡では昭和55年に発生し
た静岡駅前地下街爆発事故の痕跡に接し、また、２
日未明の台風10号による富士川鉄橋の流失により、
静岡から沼津方面への移動に難儀したことを覚えて
いる。その後も、ドイツ留学の２年間を除き、毎年、
支部懇談会へ参加することができた。教職員に対す
る出張依頼は５月の連休明けぐらいに届くのが通例
であるために、その時期が近づくと、夏の出張先に
思いをめぐらした。支部懇談会へ参加すると、ご父
母との出会いは当然ながら、ご子女の学生とも接す
る機会を得ることができた。さらに、出張先には、
他学部の教員や事務職員も同行するために、学部横
断的な交際が実現され、研究方法や処世術等のアド
バイスを頂くことができた。
　平成16年４月には、学内役職として育友会主任（平
成21年から現在の育友会主任教授に変更）を拝命し
た。その職務は、育友会の運営に対して助言と指導
を行うことにあるが、当時は育友会の活動が積極的
になり、種々の見直しがなされる時期と重なったた
めに、想像した以上に多忙であったと記憶している。

育友会の性質上、やむを得ないことであるが、当初、
夜間や週末の会議の多さに驚いたものだ。他方、平
成20年には、育友会が創立50周年を迎え、記念事
業や記念出版のお手伝いができたことは嬉しい思い
出である。役職拝命後は育友会の内部で出張先を調
整することができたが、職務上、何らかの問題や課
題を抱えている支部を訪れることが多かった。その
ため、これまで全ての支部を訪れることができなか
ったことが心残りである。また、支部懇談会で相談
を受けながらも、ご子女の学生に卒業証書を抱かせ
ることができなかったこともあった。教職に身を置
く者として、力及ばず忸怩たる思いである。
　昨年、育友会は創立60周年を迎え、記念式典や
記念事業を計画・実施することができた。そのなか
で、注目したいのが育友会60年史の刊行（2019年７
月発行予定）である。すでに育友会は30年史を刊行
していた。何かの困難に直面したとき、先人たちの
ご努力に敬意を払いながら、30年史からご教示頂い
たことも多かった。しかし、その後の30年について
は資料が散在していた。育友会の会員、役員、事務
職員、主任教授等は流動的であるが、育友会の存在
と活動はこれからも末永く続くことになる。将来の
育友会のために、育友会の軌跡を誰かが何かで伝え
残さなければならない。その一つが育友会 60年史
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であると確信している。
　私は３月末をもって本学
を定年退職し、育友会主
任教授も任期満了となる。
まさに「育友会卒業見込」
の心境である。コラムも今
回が最終回となる。長い間、
ありがとうございました。
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